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食べることはごく当たり前のことで、「かんで飲み込む」とい
う動作を意識しながら食べている人はあまりいないかもしれませ
ん。ですが、食べ物の形状によっては、よくかまずに飲み込んで
しまうと窒息する危険性があります。給食を安全においしく食べ
るために、以下のことに気をつけましょう。

★水分をとって喉を潤してから食べることや、口にたく
さん詰め込みすぎないことも大切です。給食の時間は
短いですが、慌てず、食べることに集中しましょう。

正しい姿勢で
食べましょう。

食べやすい大きさにし
てから口に入れ
ましょう。

よくかむことを
意識しましょう。

食べ物が口に入って
いるときにはしゃべ
りません。

食べている人を笑わせ
たり驚かせたりしては
いけません。

早食いは危険です。
絶対やめましょう。

「人生100年時代」といわれるよう
になりました。生涯にわたって、心身
ともに健康で生き生きと暮らしていく
ために、あらゆる世代の人が「食べる
力」を身につける必要があります。特
に、子どもたちに対しては、健全な心
と体を培い、豊かな人間性を育んでい
く基礎となる「食育」を、家庭・学
校・地域が連携し、推進していくこと
が重要です。

買い物や料理など、
一緒に食事の支度をする。

心と身体の健康を維持
できる

食事の重要性や楽しさを
理解
する

食べ物の選択や
食事づくりが
できる

一緒に食べたい人がいる
（社会性）

日本の食文化を理解し
伝えることができる

食べ物やつくる
人への感謝の心

食べる意欲の基礎を
つくり、食の体験を
広げる。

食の体験を深め、自分
らしい食生活を実現す
る。

健全な食生活を実践
し、次世代へ伝える。

食を通じた豊かな生活
の実現、次世代へ食文
化や食に関する知識や
経験を伝える。

家族や仲間と楽しく
食卓を囲む。

地域の郷土料理や
行事食を味わう。


